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の OCK) について 理解を深 める

スローガン : θ(K) の 大域 切 断 は 水次斉次 多項式 ( K 20 )

O -1 ) = { ( diz)Ep"xEn*Yz 鄂 l } 路 phだった。

① OE - ) ≤ R ×4n 1 :自明束 と 見れる
cs 0

② O- K) ≤ p
"
x ()PK

と
見れる。

③ S =ƩQ± zi( … は ①t) ok a Vi @ … *OK
ε [2.,d s ↓ ; I : linear を 定める

。

:
℃次谷次多項式

¢ a ƩArvi …U
派

④ s は OEK) → p
"
× (¢^t 1 )ok

i ↓ didks ↓ E Hom (OC-K) ,Or ) =
H

(p^, O (K))

Op = pX C を 定める
、

Frop . 2 .4 . 1 kzo

CI.…2 n]aisH (R^, OCK)) : 標準的 な 同型

方針 : ① - linear … まぁ OK

inふ … 。非雪多項式は非零切断 を 定めることを 示す

surj .
… o t ε H

(R^,O (K))を 取 る、
。 t に近い正則関数G : E *

→
¢ を 用意し 、

G ( )x= λ KG(O) を 示 す。

毛 中級数展開 により G は 《 次斉次多項式 、
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prf.

inj . … . SE4[2k が 5 = 0 をみたすとする。

O(- 1)r ¢
nts

: 全的射 ( by def )
: : 儿

O( -K ) →
X
( 4̂ t' )*k ( 4̂ t1 )ok : 全射

o = s ↓ didks ↓ s ! 儿
s がく写像として) o

pra
O=

p " X ¢ . ¢ 丗
全 ての az がO ⇒ S = 0 .

surj
. …Oft ε(POCK)を 取 る。

。 《 次各次多項式 S0 キ0 から 定まる 50 GH (POCK)) を 選 ぶこ
。 F : = t180 は K ( 1~) の元 を 定める (cf .2227前 )
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∵ Goλ = (s) oλ
^ G (xv) = λ" G() . ( = (800 λ )( E. λ)

λεC, VE En
1 = 飛。 s0)(E) = λKG

D G の z = 0 での 中級数展開を 考えると 、

氏 は 《次斉次 の 多項式となる 。
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証明 より
、
乗法構造と 両 をするので 、環同型

R(R", OCD )= ‰ H (
R^,OSK)) ≡ ① [zo, …, 2u]

がある 。
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「 に自明 ⇒ し , * 両方 の大域切断が 非自明 」
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:
⑧ 1 高収 コホモロジーは小平消減 で計算される 、



代標準束を 計算 する Kp" = det (rpu)

スローガン : 標準束は O -n - 1 )

2 通りの 証明 を 見 るる

① 直接的 な 計算 (Prop 24.3 )
市針 : ベクトル 束 → 貼合 せ 関数

def 2 . 2 . 14

Rp" (J(φ:; ) 。 φ; ) → ((4:;)~ 。 φ; )
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② Euler 列 ( Pp , 2.4. 4. )
主張 : 0 → θ →θ C)→ → 0 iex.
m㎥ V をつけると 逆向きの 完全列
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Pp. 2 . 4.3 . Kr≈ O ( -n-1 ) .

prf . 前述の 通 り
{ de+( J(φ;))の 4 }で 定 まるのが θCn +n)」であることを示す
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φ; (τ^ c ひ̂ ; ) σ(………) (W, . , Wis … ,

nwn)

P % T φ; ] = 状
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o uとつ振子 E 0 → Rp~( 1 ) 7 % 0 → θ (1 ) → 0
.

。 座標に依存 しない表示 :

V : vect .sp .
に 対 しV * =

H (P(τ) , OC)) であり 、

O → IP C)) → V*O O ( 1 )→ 0 .
→

vectsp をVとしてこれを使うと

。 E(c) → 飛} O →RB(EG7)( 1)→ *
*E(x) ①→ O ( 1 ) → 0

.

↓ 山 台子

holo .
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vectbdle.

0 →2πめ⑯π) →π* E *

→
0 .

↑ π付随する oj が dle. 1. 筑
7

π
*E → P(E) : vel. Euler seq .

Cor. 2.4. 6 .kd (pm) = - ∞

( ⇒def 品。H(R" ,K@m)≡¢
「

左辺を R(P)とかくのだった。

: Kpn = 0(-n -1 ) ,Kpm = 0(- m(nt ) ) は m 21 で大域切断をもたない
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Cor . 2 .4 . 7 .

Y コメ : 滑 らかな 超曲面 で stH (Y,L ) で定されるとする

このとき NX1s = LH× ,

= (Ky * L ) |×

例 .
p

2 = { xo = 0 }
このとき P は x0EH

( O娘())で定義される、
m出 。 0 → Op → OK (1) → Tp → 0

= ① (2)

。 0 → Op →0 R()) 3 →i → 0

= Op (2)の ①⑰ ( ( )
Lが Y内 の“座軸” を 与える

。 VpYpz =Coker ( →-p) = 0 ～一致、
prf .

た導 φ た(τ ; ) ≤¢ "をfix . <観察 〉 を φ:; に使 い
① 自明化 U 1 u

} (ひ: ^;)→ φ: (ω: ^ひ; )
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ひ: n ひ;

2(4:;) |×= (⑭点*,; ).( π\×の 変換)=(変̂換)*

→Wxy = Caker(T×→y はコサイクル {呼 φ ; ) × }で定義される
② 203( (8) ( ≡ O (☆ ( XEdivisor と 見ている )

:

コイサクルは X の 局所方程式 {で }による {器 }
③ xEX に 対し φ; (e ) = て、…… 2^-、 0 ) とおくと

=( ( c
)二 (路 。 φ; ) (x)。 (無 = んeお cc)

= h (a,. …2 、 +, 0
)=歓票 。(= ……

2
^ 、 , o) = (。φ;))

④後半 は 前半 tadj.formul
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